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Ⅰ．目的と内容  
  統計学は数学の一分野であるが、動植物やヒトに関したバラツキのあるデータを理解し活用するのに必要な 
知識･学識を含む学問分野であることから、選択科目として開講されている。 
本講義は、統計学的手法を用いて農学の実験や圃場試験を行ったり、その数値データを客観的に理解する学力 
を身につけることを目的とし、実験計画立案や調査の方法、データの集計や統計処理の方法、結果の考察方法な 
どについて、例題を多用した講義を行い、基礎的な知識と能力を習得する。 

 
 
 
Ⅱ．授業計画［単位数：２単位、授業週数：１５回］   
［後期］ 

１．統計とは何か、数学テスト 

２．度数分布（階級、度数、累積度数、相対度数、度数分布表、ヒストグラム、度数折れ線） 

３．分布の代表値（平均値、最大値、最小値、モード、メジアン） 

４．分布の代表値（偏差、分散、標準偏差、変動係数、チェビシェフの定理） 

５．分布の代表値（標準偏差の２つの計算法、関数電卓による統計計算） 

６．おさらい、小テスト① 

７．確率変数、確率分布、正規分布 

８．標準正規分布、正規分布表 

９．母集団と標本、標本平均の平均と標準偏差（＝標準誤差） 

10．母集団の推定（母平均の推定、不偏分散、信頼区間）、仮説と検定、統計的有意性 

11．おさらい、小テスト② 

12．２つの平均値の比較(t検定）、３つ以上の平均値の比較（分散分析）、母比率の推定 

13．実験計画法（圃場実験計画、要因数、反復数、試験区の配置法） 

14．相関（相関関係、相関図、相関係数）、回帰（回帰直線、重回帰） 

15．おさらい、小テスト③ 

Ⅲ．講義の進め方  
１．配布するプリントを使って、統計的な考え方とその具体的な計算の手順を教える。 
２．毎回最後に例題を出し、例題のできない者には宿題を出す。さらに、講義５回ごとに小テストを行い、習熟度を

チェックする。 
３．関数電卓を使用する。パソコンは使用しないが、パソコンの表計算ソフトによる統計計算の手法は指導する。  

 
 
Ⅳ．試験と成績評価  
例題、宿題および小テストの総合計点を科目の成績とする。出席するだけで問題が解けない者には、単位を与え

ない。 
 
Ⅴ．担当教員から受講生諸君へ  
  高校数学程度の学力がなければ統計学を理解することは不可能である。最初の講義で数学テストを行うので、自

分の学力を認識して授業に臨むこと。学力不足の者、および１回でも欠席した者は、授業時間の数倍の時間をかけ

て独学をしなければ授業には付いていけないことを覚悟すること。 
 
Ⅵ．使用教材  
  教 材：関数電卓、集計用紙、グラフ用紙、定規。これらは原則的に各自で用意すること。 
教科書：なし。教科書代わりのプリントを、小冊子の形にして配布する。 

  参考書：図書館および市販の良い参考書を紹介する。 
 

 


